
新
緑
が
美
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
住
宅
地
の
生
け
垣
が

青
々
と
茂
り
、
街
の
雰
囲
気
と

調
和
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
趣

の
あ
る
街
並
み
や
、
素
敵
な
外

観
の
お
店
を
見
か
け
た
と
き
、

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
み
た
い

な
」「
お
店
に
入
っ
て
み
よ
う

か
な
」
な
ど
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
景
観
を
皆
さ
ん

に
紹
介
し
、
身
近
な
景
観
を
さ

ら
に
良
く
し
て
い
く
た
め
の
手

が
か
り
と
し
て
、「
景
観
資
源

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」（
別
掲
「
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
」
参
照
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
柏
ら
し
い
顔
」
っ
て
？

「
景
観
資
源
」
と
い
う
と
難

し
く
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
景
観
資

源
と
は
、家
や
店
な
ど
の
建
物
、

歴
史
的
な
建
造
物
、
そ
こ
に
あ

る
木
や
花
な
ど
で
す
。
景
観
は

こ
れ
ら
の
要
素
が
集
ま
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
街

の
「
顔
」
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

人
の
顔
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
よ
う

に
、
柏
の
街
も
地
域
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
「
顔
」
が
あ
り
ま

す
。
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
、
こ
の

「
顔
」
を
特
徴
付
け
る
「
目
や

鼻
」、
つ
ま
り
実
際
の
街
並
み

や
自
然
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

景
観
は
私
た
ち
の
手
で
良
く

も
悪
く
も
で
き
ま
す
。
訪
れ
た

人
に
、「
柏
の
街
っ
て
い
い
ね
」

と
言
わ
れ
た
ら
悪
い
気
は
し
ま

せ
ん
。「
柏
だ
け
の
」
景
観
を

守
り
、育
て
て
い
く
た
め
に
は
、

市
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
「
柏
の
顔
を

良
く
し
よ
う
」
と
思
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

手
作
り
マ
ッ
プ
が
誕
生

こ
の
マ
ッ
プ
は
市
民
の
か
た

と
一
緒
に
行
っ
て
き
た
取
り
組

み
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
に
は
、
市
民
の
か

た
が
主
体
と
な
っ
て
、
柏
ら
し

い
景
観
を
つ
く
る
た
め
の
ル
ー

ル
や
支
援
な
ど
に
つ
い
て
定
め

た
「
柏
市
景
観
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
、
市
民
委
員
な
ど

を
含
め
た
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
地

域
ご
と
の
特
性
を
生
か
し
、
周

辺
と
の
関
係
を
大
切
に
す
る
指

針
「
地
域
別
景
観
形
成
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
生
か
す
た
め
、
ま

ず
市
民
の
か
た
が
景
観
に
親
し

め
る
よ
う
に
、平
成
14
年
に
は
、

柏
景
観
ま
ち
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
部
門

で
は
、
に
ぎ
や
か
な
駅
前
や
、

自
然
豊
か
な
大
堀
川
な
ど
、
柏

の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
と
ら
え

た
写
真
が
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
部

門
で
は
、
小
学
生
な
ど
か
ら
、

商
店
街
に
視
点
を
置
い
た
も
の

や
歴
史
探
訪
な
ど
、
柏
の
ま
ち

を
歩
い
て
作
っ
た
ま
ち
自
慢
の

マ
ッ
プ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
の
一
部
も
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。マ

ッ
プ
を
片
手
に
歩
い

て
み
よ
う

ま
ず
は
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
し
て
誕
生
し
た
マ
ッ
プ

を
、
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
こ
れ
か
ら
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
始
め
よ
う
」
と
い
う
と
き
や

「
町
会
で
魅
力
的
な
街
並
み
を

つ
く
ろ
う
」
と
い
う
と
き
、
こ

の
マ
ッ
プ
を
参
考
に
し
て
ご
近

所
同
士
で
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。市
で
は
、

情
報
の
提
供
や
専
門
家
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
、

さ
ら
に
素
敵
な
景
観
づ
く
り
に

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

マ
ッ
プ
を
片
手
に
市
内
を
散
策

し
て
み
る
だ
け
で
も
結
構
で

す
。
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
今
回

で
完
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
が
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し

て
、
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
で
、
町
会
、
通
り
、

商
店
街
ご
と
な
ど
の
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
さ
ら
に
作
成
し
て
い
く

予
定
で
す
。「
ぜ
ひ
、
う
ち
の

商
店
街
で
作
り
た
い
」「
町
会

の
み
ん
な
で
景
観
を
考
え
た

い
」
と
い
う
か
た
は
、
都
市
計

画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市の人口
332,930人

127,725世帯

（15.5.1現在）
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主な内容�＊�＊�
公文書公開と個人情報の
処理状況／SARSについ
てのQ＆A�
�
千葉大の研究農場が拡充
／柏市・沼南町合併リレ
ーシンポジウム�
�
防犯特集「あなたの財産
が狙われている！」�
�
情報館（こどもの広場、
講座・講演ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

　�市議会議員選挙の市議会議員選挙の�
立候補予定者説明会立候補予定者説明会�

と き �
と こ ろ �
申し込み�
注 意 �
�
そ の 他 �

6月2日�午後2時から�
中央公民館�
当日、会場へ直接�
1立候補予定者につき参
加は3人まで�
車での来場はご遠慮を�
�

　任期満了に伴う柏市議会議員選挙
は、8月3日�に告示され、8月10日
�に投票が行われる予定です。これ
に先立ち、立候補予定者の説明会を
行います。�

選挙管理委員会事務局 �7167─1092問�

砂川美術工芸館砂川美術工芸館　芹沢E介コレクション　沖縄の紅型�
　芹沢を型絵染の世界へ導いた沖縄の紅型（びんがた）を紹介します。「紅型」は
沖縄の風土が育んだ独特の感性を表している模様染です。芹沢は、紅型の影響を受
けつつ、鮮やかな色彩と独創的な構図で独自の型絵染の世界を展開しました。今回は、
紅型の着物、ふろしき、びょうぶなど20点を展示します。�
と き �
�
�
�
�
�
�
入館料�

5月25日�～9月7日�午前9
時半～午後5時（入館は午後
4時半まで）※月曜日（月曜
日が祝日または振替休日の
場合はその翌日）を除く。5
月19日�～24日�は展示替
えのため休館�
一般310円、高校・大学生
150円、小・中学生100円※
障害者・70歳以上のかたは
無料�

文化課 �7167─1494・市立砂川美術工芸館 �7164─6413問� �

ガイドマップの活用方法�
などを掲載しています�

　　　　　都市計画課（市役所第1庁舎4階）、�
　　　　　各近隣センター　�

「景観資源ガイドマップ南部ゾーン」から�

3つのゾーンに分けて市を�
紹介しています�

　　　　　5月19日�から�配  布  日�
配布場所�

北部・中央・南部ゾーン�

活用の手引き�

地図を
片手に�

景
観
資
源
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成�

柏
の
ま
ち

柏
の
ま
ち
を
探
検�

生け垣などが整備された住宅街。あなたの街の景観
はいかがですか？（写真は柏の葉地区）

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の
か
た
に
も
っ
と
景
観
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
市
で
は
こ
の
た
び
、「
景
観
資
源
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
は
柏
の
自
然
、
街
並
み
、
歴
史
施
設
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
を
片
手
に
街
を
探
検
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
街
に
す
る
た
め
の

景
観
づ
く
り
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

「
松
皮
に
松
梅
菊
文
紅
型
着
物
」

静
岡
市
立
芹
沢
6
介
美
術
館
所
蔵

交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど

景
観
イ
メ
ー
ジ

の
イ
ラ
ス
ト

地
形
な
ど
も

載
っ
て
い
ま
す

学
校
、
公
園
、
寺
な
ど
を

マ
ー
ク
で
示
し
て
い
ま
す



柏
市
情
報
公
開
条
例
と
電
子

計
算
機
処
理
に
係
る
個
人
情
報

保
護
条
例
で
は
、
毎
年
度
、
情

報
公
開
の
実
施
状
況
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
に
係
る
個
人
情

報
の
処
理
状
況
を
公
表
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
情
報
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん

の
請
求
に
よ
り
市
が
保
有
し
て

い
る
公
文
書
を
原
則
と
し
て
開

示
す
る
制
度
で
す
。

平
成
14
年
度
の
公
文
書
の
開

示
請
求
は
、
四
十
七
件
で
し
た

（
別
表
１
）。
開
示
請
求
に
対
す

る
決
定
等
の
状
況
は
、
別
表
２

の
と
お
り
で
す
。
公
文
書
の
開

示
率
は
九
五
・
二
％
で
し
た
。

ま
た
、
不
開
示
決
定
に
対
す
る

不
服
申
し
立
て
は
、
平
成
14
年

度
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
13
年
度
に
行
わ
れ
た

不
服
申
し
立
て
に
対
す
る
決
定

が
一
件
あ
り
ま
し
た
（
別
表

３
）。情報

公
開
制
度
で
は
、
公
文

書
の
開
示
の
ほ
か
、
市
が
出
資

し
て
い
る
団
体
の
情
報
公
開
と

審
議
会
等
の
付
属
機
関
の
会
議

の
公
開
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
出

資
団
体
の
情
報
公
開
の
状
況

は
、
財
団
法
人
柏
市
福
祉
公
社

に
対
し
て
開
示
の
申
し
出
が
一

件
あ
り
、開
示
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
出
資
団
体
へ
の
開
示
の
申

し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
平
成
14
年
度
の
審
議
会

等
の
会
議
の
公
開
状
況
は
、
別

表
４
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

会
議
を
非
公
開
と
し
た
理
由

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
よ

る
も
の
で
す
。

◎
電
子
計
算
機
処
理
に
係
る

個
人
情
報
保
護
制
度

こ
の
制
度
は
、
市
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
を
行
う
個
人
情

報
の
適
正
な
管
理
と
個
人
情
報

の
漏
え
い
、
改
ざ
ん
な
ど
が
行

わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

税
金
の
賦
課
業
務
や
住
民
登

録
業
務
な
ど
、
平
成
14
年
度
に

個
人
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

処
理
し
た
業
務
数
は
、
別
表
５

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
自
己

の
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
や

削
除
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
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情
報
公
開
・
個
人
情
報
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保
護
に
つ
い
て
は
情
報
政
策
室
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審

議
会
な
ど
の
会
議
の
公
開
に
つ

い
て
は
事
務
管
理
課
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広報� 平成１５年（２００３年）５月１５日 第１１９３号

総務部�

企画部�

財政部�

市民生活部�

保健福祉部�

経済部�

環境部�

都市計画部�

都市緑政部�

学校教育部�

下水道部�

監査事務局�

議会事務局�

消防本部�

児童家庭部�

土木部�

水道部�

実施機関�件数�
市 長 �

教育委員会�

水道事業管理者�

監査委員�

議 会 �

消防長�

合 計 �

■表1 　開示請求等の状況� （件）�

平成14年度柏市職員名簿（閲覧用）�
行政財産使用許可申請書と行政財産使用許可決議書�
庁舎清掃、電話交換、窓口案内等業務委託に関する文書�
耐震性井戸貯水装置に係る水質検査結果、装置の構造等に
関する文書�
公安調査庁から提供を受けた調査結果に関する文書�
主管者会議の次第と資料�
平成13年度財政課出張命令簿�
農薬散布の委託契約に関する文書�
町会長・自治会長名簿�
ふるさとセンター整備事業補助金と行政連絡業務交付金に
関する文書�
住民基本台帳ネットワークシステムに係る異議申立書�
改製原戸籍謄本の写しの交付の申請�
墓地経営許可申請書の現況図、造成計画平面図等�
柏市が千葉県から引き継ぎを受けた墓地経営許可に関する
文書�
介護給付費等請求額通知書�
生活保護法に基づく指導と指示に関する文書、ケース診断
会議記録票�
年度別の生活保護費の決算、新規生活保護認定数等に関す
る文書�
第二清掃工場建設に伴う補助金交付申請書、補助金決定通
知書と協定書等�
海上自衛隊下総基地におけるＰ─3Ｃ操縦訓練に係る通知文
書�
あけぼの山農業公園等に係る施設管理委託契約に関する文
書�
ブールバール平面図�
柏駅東口周辺の交通量調査に関する文書�
柏駅東口地区交通円滑化方策検討委員会議事録、タクシー
プール遠隔化誘導システムの使用に関する協定書等�
柏市と都市基盤整備公団との北部開発に関する協定書等�
労働組合等の柏市長への要求書と千葉県知事への要請書�
柏市と千葉県・千葉県企業庁との北部開発の上下水道に関
する協定書�
つくばエクスプレスの駅名のアンケート結果に関する文書
と柏市つくばエクスプレス新駅駅名検討委員会会議録�
南柏駅東口都市再開発事業に関する書類�
橋りょう予備設計業務委託報告書、土地売買契約書と損失
補償契約書�
都市計画道路に係る環境調査委託報告書と用地求積図�
土地売買契約書�
柏市と千葉県・千葉県企業庁との北部開発の上下水道に関
する協定書�
�
職員の処分に関する文書�
�
柏市と千葉県・千葉県企業庁との北部開発の上下水道に関
する協定書�
�
消防団員に係る職務研修、報酬額の決定と募集の方策、消
防団の後援会に関する文書�
気象時報、気象日報と気象月報�
火災原因損害調査報告書等�
防火水槽敷地に係る土地使用承諾書�
�
議会予算についての監査実施状況に関する文書�
�
平成13年度政務調査費収支報告書�

35�
1�
1�
1�

1��
1�
1�
1�
1�
2�

1��
1�
1�
1�

1��
3�

1��

1��

1��

1��

1��
1�
1�

1��
1�
1�

1��

1��
1�

1��
1�
1�

1��
1�
1�
1�

1��
7�

1��
3�
2�
1�
1�
1�
2�
2�
47

主　な　内　容�

　9月14日�に行われるミュージック・パフォーマンスコンテスト
「STREET  BREAK  KASHIWA  2003」の出場者を募集します。デビ
ューを目指す人、自己表現をしたい人、柏が大好きな人、集まれ！�

商工課 �7167─1141

16歳以上のストリートミュージシャン、パフォーマー
（メジャーデビューしたかたは除く。応募は1作品でオ
リジナルに限る）�
住所・氏名・電話番号・応募動機・自己ＰＲを明記し
た履歴書、写真、デモテープ（CD、MD可。ビデオの
場合はVHSテープに限る）、歌の場合は歌詞カードを同
封の上、〒277─8505　柏市役所商工課へ、6月30日�ま
でに郵送で（必着）※テープ等は返却しません�
書類、テープ審査通過者には、7月19日�・20日�午後
1時から柏�島屋T館3階エントランスステージで公開オ
ーディションを行います�

対 象 �
�
�
申し込み�
�
�
�
�
選 考 �

問�

出場者募集！� 2003STREET  BREAK  KASHIWA

　チェン・ミンの指からこぼれる二胡（にこ）の
音色。そこには時を超越した普遍のメロディーが
ある…。美しき悠久の調べをご堪能ください。�

チェン・ミン　二胡�

8月1日�午後7時から�
アミュゼ柏�
�もうひとりの私（映画「春の惑い」イメージ曲）�燕に
なりたい�花～すべての人の心に花を～※演奏曲は変更に
なる場合があります�
全席指定4,000円�
5月19日�午前9時から、文化課チケットガイド（市役所第
2庁舎4階）へ電話・ファクス（�・�7167－5785）か直接
（土・日曜日、祝日を除く、ファクスは24時間受け付け）�

文化課 �7167－1494

と　き�
ところ
曲 目 �
�
�
入場料�
入場券
の販売�

問�

LIVE 2003�“I  Love”�“I  Love”�

■表2　決定の状況�

区分�

件数�

決　定　区　分�

開示�部分開示�
不開示�

（うち不存在）�

取り�
下げ�

計�

20 20 4（2）� 3 47

開示率�
（開示＋部分開示）�

（開示＋部分開示＋不開示－不存在）�
×100

（件）�

49

430
131
─�
299

会議を開催し�
た審議会等�
延べ開催回数�

公　　開�

一部公開�

非 公 開 �

（件）�

（件）�■表5　個人情報処理業務の状況�■表4　会議公開�
　　　  状況� 実施機関名�

市 長 �
教育委員会�
選挙管理委員会�
農業委員会�
水道事業管理者�
合 計 �

83�
14�
１�
１�
４�
103

業務�

─�
─�
─�
─�
─�
─�

─�
─�
─�
─�
─�
─�

2�
─�
─�
─�
─�
2

開始
届出�

廃止
届出�

変更
届出�

（件）�■表3　不服申し立ての状況�

区　分� 件数�
認容�

取り
下げ�

検討
中�却下�棄却�一部

認容�

裁決または決定�
処　理　状　況�

審査請求�

異議�
申立て�

平成13年度�
申し立て分�
平成14年度�
申し立て分�

─�

─�

1

─�

─�

─�

─�

─�

─�

─�

─�

1

─�

─�

─�

─�

─�

─�

─�

─�

─�

情

報

公

開

�

個
人
情
報
処
理�

の
実
施
状
況�

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
る
新

型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
＝
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
、
以
下
、

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
と
い
う
）。
感
染

経
路
や
治
療
法
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
詳
し
く
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、情
報
を
的
確
に
得
て
、

落
ち
着
い
て
対
処
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

Ｑ.

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
症
状
は
ど

う
い
う
も
の
で
す
か
？

Ａ.

原
因
不
明
の
急
性
肺
炎

で
、
症
状
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
よ
う
な
初
期
症
状
、
三
十
八

度
以
上
の
高
熱
、
た
ん
を
伴
わ

な
い
せ
き
と
呼
吸
困
難
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
で
肺
炎
の
所
見
が
認
め

ら
れ
、
頭
痛
・
筋
肉
の
こ
わ
ば

り
・
食
欲
不
振
・
全
身
け
ん
怠

感
・
意
識
混
濁
・
発
疹
（
ほ
っ

し
ん
）
・
下
痢
な
ど
の
症
状
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ.

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
は
ど
の
よ

う
に
感
染
す
る
の
で
す
か
？

Ａ.

現
時
点
で
は
、
感
染
経

路
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

感
染
し
た
人
の
気
道
分
泌
物
の

飛
ま
つ
、
体
液
（
痰
・
鼻
水
な

ど
）、
尿
、
便
に
よ
り
感
染
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ.

流
行
地
域
か
ら
の
帰
国

後
、
発
熱
や
風
邪
の
よ
う
な
症

状
が
現
れ
た
場
合
は
ど
こ
の
医

療
機
関
に
行
け
ば
よ
い
で
す

か
？Ａ.

帰
国
後
、
次
の
よ
う
な

症
状
や
状
況
の
場
合
は
、
他
の

外
来
患
者
と
の
接
触
を
避
け
、

感
染
防
止
に
配
慮
す
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
最
寄
り
の
医
療
機

関
に
電
話
で
症
状
を
説
明
し
た

上
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
十

日
を
超
え
て
か
ら
の
発
病
で
あ

れ
ば
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
可
能
性
は

極
め
て
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
14
年
11
月
１
日
以
降

に
三
十
八
度
以
上
の
急
な
発
熱

が
あ
る

せ
き
・
呼
吸
困
難
な

ど
の
呼
吸
器
症
状
が
一
つ
以
上

あ
る

発
症
前
十
日
以
内
に
流

行
地
域
を
旅
行
（
滞
在
）
し
た

発
症
前
十
日
以
内
に
患
者
と

接
触
（
患
者
の
看
護
・
介
護
・

患
者
と
同
居
）
し
た
か
、
患
者

の
気
道
分
泌
物
や
体
液
（
た

ん
・
鼻
水
な
ど
）
に
触
れ
た

な
お
、「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い

て
の
Ｑ
＆
Ａ
」
は
千
葉
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http：//w

w
w
.

pref.chiba.jp/

）
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

1

柏
保
健
所

７
１
６
７
│

１
２
５
５
・
保
健
福
祉
総
務
課

７
１
６
７
│
１
１
３
１
・
健

康
推
進
課

７
１
６
４
│
３
３

３
３

正しい情報を正確に�

ＳＡＲＳについてのＱ＆Ａ�

無料�
当日、会場へ直接�

費　用�
申し込み�

柏市芸能鑑賞会�

文化課 �7167－1494問�

洋楽�
（洋舞・�
演劇）�

民謡民
舞�

邦　楽�

5月31日�午
後2時から�

6月1日�午
前10時から�

6月1日�午
前10時15分
から�

市民文
化会館�

アミュ
ゼ柏�

ところ�と　き�部門�



東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
や

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
科
学
警

察
研
究
所
な
ど
、
学
問
・
研
究

の
拠
点
と
し
て
も
充
実
し
つ
つ

あ
る
柏
の
葉
地
区
に
、
ま
た
一

つ
大
学
の
教
育
研
究
施
設
が
で

き
ま
す
。
従
来
か
ら
あ
っ
た
千

葉
大
学
園
芸
学
部

付
属
農
場
を
拡
充

し
た
「
環
境
健
康

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

セ
ン
タ
ー
」で
す
。

二
十
世
紀
は
、

都
市
に
物
質
的
な

豊
か
さ
を
も
た
ら

し
た
反
面
、
ス
ト

レ
ス
社
会
、
食
の

不
安
、
生
き
が
い

の
喪
失
、
環
境
汚

染
な
ど
の
弊
害
が

現
れ
た
時
代
で
し

た
。
二
十
一
世
紀

社
会
で
は
、
心
か

ら
安
心
で
き
る
食
物
や
、
心
が

安
ら
ぐ
植
物
を
、都
市
の
中
で
、

な
る
べ
く
合
成
肥
料
や
農
薬
を

使
わ
ず
、
環
境
に
優
し
い
方
法

で
生
産
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
生

産
物
に
よ
り
資
源
再
生
、
景
観

形
成
、
生
き
が
い
作
り
な
ど
が

で
き
る
快
適
な
都
市
を
作
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ

う
に
環
境
と
人
間
と
の
関
係
を

見
直
そ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ

い
て
、
環
境
と
人
間
、
そ
れ
ぞ

れ
の
技
術
・
知
識
を
兼
ね
備
え

た
人
材
の
養
成
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。
柏
の
葉
地
区
の

環
境
を
生
か
し
、
社
会
・
産
業

と
連
携
し
て
、
教
育
研
究
と
そ

の
成
果
の
実
践
を
行
っ
て
い
き

ま
す
（
別
掲
参
照
）。
環
境
健

康
総
合
科
学
部
門
と
都
市
環
境

園
芸
学
部
門
の
二
つ
の
部
門
か

ら
な
り
、
植
物
に
視
点
を
置
い

た
園
芸
学
、
薬
草
栽
培
学
だ
け

で
な
く
、
人
間
に
視
点
を
置
い

た
医
学
、
薬
学
、
教
育
学
、
看

護
学
、
工
学
な
ど
の
学
問
分
野

の
研
究
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
開
通
予
定
の
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
「
柏
北
部
中
央
駅

（
仮
称
）」
の
駅
前
に
位
置
し
、

東
京
都
心
と
筑
波
学
園
都
市
の

中
間
に
位
置
す
る
研
究
教
育
の

交
流
拠
点
と
し
て
の
立
地
も
抜

群
。
各
種
温
室
や
果
樹
園
、
診

療
所
、
高
齢
者
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
設
置
し
て
、
実
際
に
市

民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ

う
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
今
年
度

か
ら
順
次
設
置
し
て
い
く
予
定

で
す
。

1

企
画
調
整
課

７
１
６
７

│
１
１
１
７
・
千
葉
大
学
園
芸

学
部

０
４
３
│
３
０
８
│
８

７
０
０

広報�③ 第１１９３号 平成１５年（２００３年）５月１５日

と き �
と こ ろ �
対 象 �
内 容 �
�
費 用 �
申し込み�

6月15日�午前9時～午後4時�
市民体育館�
市内在住・在勤・在学のかた�
ショートテニス大会（レディース・ミック
ス・小学生の部）�
無料�
はがきに「みんなのスポーツの集い参加希
望」と明記し、希望する部と住所・氏名・
年齢・電話番号を書いて、〒277─8505　柏
市役所体育課（市役所第2庁舎4階）へ、5月
30日�までに、郵送（必着）か電話か直接
※できるだけ2人1組で申し込みを�

　体育課 �7167─1536

みんなのスポーツの集い�

問�

と き�

ところ�

�

内　容�

�

交　通�

5月31日�午前10時～午後2時半�
知的障害者通所授産施設「朋生園」�
（中原　別図参照）�
園生が栽培した草花や縫製品・紙すき製
品等の販売、模擬店、ミニコンサートなど�
東武野田線新柏駅下車、徒歩 5分�

　朋生園 �7163─6612

至船橋�
至柏� 東武野田線�

新柏駅�

ガソリンスタンド�

東京�
電力�

交番�
中原中�

朋生園�

ゴルフ�
練習所�

N■案内図�

問�

　｢ユーとピア会議」では、高齢者の健康・生きがいづ
くり、高齢者の主体的な活動や地域福祉活動拠点とし
てのセンターの機能の充実、健康・福祉教育の推進に
ついて話し合っていきます。報酬等はありません。�
対 象 �
活動期間�
申し込み�
�
�
�
�
�
�
選 考 �

市内在住・在勤のかた、男女各1人�
7月から1年間（平日昼間に計8回程度）�
「老人福祉センターに対する私の提案」をテー
マに400字詰原稿用紙2枚程度にまとめ、裏面に
住所・氏名・性別・年齢・電話番号・職業（市
内在勤の場合は勤務先も）を書いて、〒277─
8505　柏市役所高齢者支援課（市役所第1庁舎2
階）へ、6月5日�までに郵送（当日消印有効）
か直接※原稿は返却不可�
結果は6月中に応募者全員にお知らせします�

高齢者支援課 �7167─1135問�

の�老人福祉センター�

市民委員を募集�

　1歳6カ月～3歳児と保護者を対象に、「なかよし広場
（出前保育）」を行っています。費用は無料です。�

　子育てサークルを対象に、保育士が�
活動場所へ出向き、子どもの遊び方の�
指導やおもちゃ作りなどを一緒に行います。�

子育てサークル、1日1サークル（月4サークルまで）�
利用したい日の前月1日午前9時から、豊住保育園（�7174─
7197）へ電話で�

対　象�
申し込み�

別掲のとおり（雨天中止）�
保育士と一緒に手遊び・紙芝
居・エプロンシアターなど�
当日、会場へ直接�

5月22日�午前10時～11時半�
柏ふるさと公園※雨天の場合
は市民体育館�
体操・歌遊び・子育て相談など�
当日、会場へ直接�

とき・ところ�
内　容�
�
申し込み�

と　き�
ところ�
�
内　容�
申し込み�

5月23日�、6月19日�、7
月15日�午前10時～正午�
市立かしわ幼稚園�
未就学児と保護者�

と き �
�
ところ�
対 象 �

園庭を開放し、園児との交
流や子育て相談に応じます�
無料�
当日、会場へ直接�

内 容 �
�
費 用 �
申し込み�

問�保育課 �7167─1137

問�市立かしわ幼稚園 �7143─1523

春のなかよし広場�

ミニなかよし広場�

遊びの支援�

6月 2日��
3日��
13日��
16日��
30日��

7月 1日��
7日��
14日��
25日��
29日��

並木第二公園�
豊四季庚塚緑地�
東中新宿第二公園�
松葉第一公園�
亀甲台公園�
柏ビレッジ水辺公園�
南部公園�
高野台児童遊園�
日立台緑地�
東山第二公園�

※時間はいずれも午前10時半
～11時半�

みんなで仲良く遊ぼう！�

2

1

3

市立かしわ幼稚園園庭開放「なかよし広場」�

環境健康フィールド科学センターが目指すもの�
�都市近郊フィールド環境を基盤とした「いやし空間」と
　「ものづくり活動」を融合する�
�将来世代を健やかに育てる環境を目指した文理融合型の
　教育・研究・医療センターを作る�
�地域の産学官連携による新産業を作り出す�

◎環境健康総合科学部門�

◎都市環境園芸学部門�

・緑に囲まれた東洋医学診療所での心と体のケア�
・診療所に隣接した高齢者ケアセンター兼人材養成施設�
・環境健康予防医学と環境健康教育の確立�
・自然と人とのふれあいによる「高齢者・子どもの環境
　健康療法（作業療法）」の実践�
・医薬資源植物の系統保存と活用�

・緑豊かな環境の保全と環境配慮型キャンパスの実現�
・地域に開かれたキャンパス整備�
・ユニバーサルデザインの実現�
・園芸学部付属農場の機能の引き継ぎと発展�

「
沼
南
町
と
合
併
し
た
ら
ど

ん
な
ふ
う
に
な
る
ん
だ
ろ
う
」。

合
併
に
つ
い
て
の
検
討
が
始

ま
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
実
際
に
住
ん
で
い
る
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
た
め
に
、
柏
市
・
沼
南
町
の

行
政
と
市
民
代
表
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
沼
南
町
と

柏
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ

の
開
催
。「
み
ん
な
で
考
え
よ

う
！
み
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
共
通
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し

た
上
で
、
沼
南
町
で
は
、「
活

力
あ
る
美
し
い
ま
ち
を
目
指

す
」を
独
自
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

土
地
利
用
や
交
通
問
題
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
、
農
業
・
環
境
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

主
に
ハ
ー
ド
面
を
中
心
と
し
た

議
論
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
柏

市
で
は
、「
い
き
い
き
と
豊
か

な
生
活
を
育
む
ま
ち
を
目
指

す
」
を
独
自
の
テ
ー
マ
に
、
健

康
・
福
祉
、
文
化
が
生
き
る
ま

ち
づ
く
り
、
住
民
活
動
に
視
点

を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

中
核
市
移
行
を
見
据
え
、
主
に

ソ
フ
ト
面
を
中
心
と
し
た
議
論

を
行
う
予
定
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

５
月
17

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

半
＝
沼
南
町
中
央
公
民
館

５

月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
半
〜

３
時
半
＝
柏
市
中
央
公
民
館

定
員

＝
先
着
五
百
人
、

＝
先
着
百
八
十
人

内
容

・

い
ず
れ
も
、

第
一
部
＝
基
調
講
演
、
第
二

部
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接な

お
、
柏
市
と
沼
南
町
は
、

５
月
６
日
、
千
葉
県
知
事
に
合

併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
受

け
る
た
め
の
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
千
葉
県
内
で
は
九

番
目
の
要
請
に
な
り
ま
す
。
こ

の
指
定
を
受
け
る
と
、
千
葉
県

か
ら
補
助
金
や
人
材
派
遣
な
ど

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

1

広
域
行
政
推
進
室

７
１

６
７
│
１
１
７
３

自
分
た
ち
に
よ
る�

自
分
た
ち
の�

ま
ち
づ
く
り�

柏
市
・
沼
南
町
合
併
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

今
年
も
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
行

い
ま
す
。

昭
和
57
年
か
ら
始
ま
り
、
今

年
で
二
十
二
回
を
数
え
る
ゴ
ミ

ゼ
ロ
運
動
。
こ
の
運
動
は
関
東

甲
信
越
静
の
一
都
十
県
で
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
暮

ら
す
柏
の
街
を
、
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
の
な
い
美
し
い
環
境

に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
、
地
域
の
路
上

な
ど
に
散
乱
す
る
空
き
缶
、
空

き
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

ご
み
を
拾
い
集
め
ま
す
。

昨
年
は
、
二
万
人
以
上
の
市

民
の
か
た
が
参
加
し
て
、
約
十

三
ト
ン
も
の
ご
み
が
集
ま
り
ま

し
た
。

家
族
で
、
地
域
で
、
一
緒
に

汗
を
流
せ
ば
、
自
分
た
ち
の
手

で
柏
の
街
を
き
れ
い
に
し
て
い

る
と
い
う
実
感
も
ひ
と
し
お
の

は
ず
。
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
に
参
加

し
て
、
ご
み
の
減
量
や
分
別
、

ポ
イ
捨
て
の
こ
と
な
ど
、
普
段

か
ら
美
し
い
ま
ち
を
保
て
る
よ

う
、
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。と

き

５
月
25
日
（
日
）
午

前
８
時
半
〜
10
時（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

柏
駅
東
口
・
西
口

周
辺
、
南
柏
駅
東
口
、
柏
ふ
る

さ
と
公
園
周
辺
、
大
津
川
流
域

※
そ
の
他
、
各
近
隣
セ
ン
タ
ー

を
集
積
所
と
し
て
お
住
ま
い
の

地
域
で
行
い
ま
す

内
容

路
上
等
に
散
乱
す
る

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
そ
の
他
の
可
燃
ご
み
、

不
燃
ご
み
等
を
収
集
し
、
地
域

や
各
協
議
会
で
指
定
す
る
集
積

所
で
分
別
し
集
め
ま
す

注
意

家
庭
の
ご
み
は
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
除

草
・
枝
切
り
等
で
出
た
草
・

枝
、
側
溝
の
泥
・
土
砂
は
収
集

で
き
ま
せ
ん

1

ク
リ
ー
ン
推
進
課

７
１

６
７
│
１
１
３
９

私
た
ち
の
手
で
き
れ
い
な
ま
ち
を�

柏にまた1つ学問の拠点�柏にまた1つ学問の拠点�

千葉大学の研究農場を拡充千葉大学の研究農場を拡充�千葉大学の研究農場を拡充�

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
に
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　空き巣といえば、ほおかぶりに唐草模様の風呂敷と
いうスタイルを想像するかたは、ちょっと時代遅れか
も。現代ではネクタイ・スーツ姿の会社員風です。�
　空き巣は多くの場合、人目につかず、入りやすく、
逃げやすい家を探しています。狙った家へすぐに入り
込むような野暮なことはせず、何度も下見をしてから
犯行に及びます。�
　侵入するときは、インターホンを鳴らした
りして留守を確かめてから。留守でないとき
はセールスマンを装ったり、家を間違えたふ
りをして犯行を断念します。�
　人に怪しまれないように外回りのサラリー
マンのような背広姿で歩いていることが多い
のです。�

知ってる？�

　　玄関ドアを開けると家の中がぐちゃぐちゃ。予
期せぬ出来事で気が動転してしまいがちです。大
事なものが盗まれていないか、あわてて部屋に駆
け込んでしまう人もいるでしょう。しかし、ここ
は落ち着いて！犯人にばったり遭遇し危害を加え
られる危険もあります。何より自分の命が大事。
まずは身の安全を確保しましょう。その後は、次
のことに気を付けて必ず警察に届け出ましょう。
�被害現場はそのままにしておく（散らかされて
　いる場合もそのままに）�
�開けられたドアやタンスは、そのままにしてお
　く（むやみに触れたりしない） 
�泥などが落ちていても、掃いたりふいたりしな
　い 
　　また、キャッシュカードやクレジットカードな
どが盗まれている場合は、早急に使用停止の手続
きをしてください。最近は、カード自体が盗まれ
なくても、スキミングといってデータだけを盗み
とり、本人になりすまし偽造カードを使用するケ
ースがあります。 

　空き巣は、「この地域の住民は犯罪に対して警戒
心がない」と判断すると、狙ってきます。まずは、
空き巣に「この地域の住民にはスキがない」と思わ
せることが大事です。皆さんの住んでいる地域を再
点検してみましょう。空き巣が好む状況を作りだし
てはいませんか？ 
�ごみ集積所を点検しましょう 
　収集日でないごみが出ていたり、ごみが乱雑に出
されていませんか？　 
�町内掲示板を点検しましょう 
　掲示板に掲示してあるポスターが、古くなってい
たり破れかけていたりしていませんか？ 
�放置された自転車や車両をなくしましょう�
　見かけない自転車や自動車が何日も放置されてい
ませんか？ 
�隣近所とあいさつを交わしましょう 
　空き巣は人にジロジロ見られたり、声を掛けられ
たりすると犯行を断念します。日ごろからご近所同
士、顔を合わせてあいさつを交わしていれば、不審
な人物は近づきにくくなります。 
�町内パトロールに参加しましょう�
　定期的なパトロールは、空き巣の抑止力になりま
す。 

　被害が後を絶たないひったくり。狙われるの
は、女性やお年寄りが多く、バッグを肩からか
けて歩いたり、自転車の前かごにバッグを入れ
ていて被害に遭うケースがほとんど。�
　ひったくり犯は、人通りの少ない道で待ち伏
せをし、オートバイなどで狙いをつけた女性や
お年寄りに後ろから近づき、追い越しざまにバ
ッグなどを奪っていきます。奪われた瞬間はあ
まりの突然さに声も出ないとか…。�
　また、自転車の前かごにバッグを入れている
と「今、何か落としましたよ」などと親切な人を気
取って声を掛け、相手が注意をそらした瞬間に、仲
間がバッグを盗んでしまうこともあります。�
　市内のひったくり被害の多いところには、黄色い
看板（写真）が出ています。別掲「対策」を参考に
して、後ろにも目を付け用心、用心！�

�

空 き 巣 �

強 盗 �

車 上 狙 い �

忍 び 込 み �

ひったくり�

自 動 車 盗 �

平成14年� 平成13年� 比較�

752

129

351

49

2,008

203

403

87

324

43

1,848

160

（86.6％）増�

（48.3％）増�

（8.3％）増�

（14.0％）増�

（8.7％）増�

（26.9％）増�

■柏警察署管内窃盗犯罪などの発生状況� （件）�

■犯罪別の特徴�
空き巣�

発生多発地域�

・旭町・北柏・豊四季・花野井・松葉（繁華街よ
　りも駅から少し離れた静かな住宅街）�
・2～3階建てのアパートでは、1階の部屋�
・マンション（防犯カメラの無い少し古い建物）�

発生時間帯�
・一戸建て＝昼～夜、買い物に出たスキなど�
・マンション＝昼�

発生多発地域�柏三丁目・東・千代田・今谷上町・旭町・豊四季�
台・逆井・酒井根・増尾�

発生時間帯�
・スクーターによるもの＝昼～夜�
・車両によるもの＝夜間～深夜�

ひったくり�

発生多発地域�
柏六丁目（飲食店の駐車場）・十余二（飲食店や
大型店舗の駐車場）・豊四季（月極駐車場）・大
山台（大型店舗などの駐車場）�

発生時間帯�店舗駐車場＝昼～夕方、月極駐車場＝深夜�

車上狙い�

　最近、柏市では、空き巣・ひったくり・車上狙いな
ど身近で起きる犯罪が増加しています。平成14年中の
窃盗犯罪などの発生状況では、車上狙いが2,008件と
一番多く、次いで空き巣が752件となっています。特
に空き巣については、13年に比べ349件、86.6％も増
加しています（別掲「柏警察署管内窃盗犯罪などの発
生状況」参照）。�
　また、空き巣は外国人グループ、ひったくりや車上
狙いは少年たちによるものが多くなっています（別掲
「犯罪別の特徴」参照）。�

犯人像� 日本人単独、日本人を含む外国人グループ�

複数の少年�犯人像�

少年等若年層�犯人像�

349

42

27

6

160

43

※柏警察署管内：柏市・沼南町�

「私はしっかりものだから」「ウチに限って、空き巣なんて」と過

信している人は要注意！最近、市内でも空き巣やひったくりの被害が

増加しています。ごみ出しついでにご近所のかたとちょっと世間話。

自転車の前かごに無造作に入れられたバッグ。空き巣やひったくりは、

あなたのそのスキを見逃しません。被害に遭っていや～な思いをする

前に、今一度、身近な犯罪に対する防犯について考えてみませんか。

　昔は「カギをかけなくてもご近所の目があるから
大丈夫」という風土がありました。それが今ではカ
ギをかけただけでは絶対安心とは言えなくなってい
ます。そんな中、自分の財産や命は自分で守るとい
う意識と地域一丸となった防犯意識が大切。ご近所
同士、玄関先や道ばたで「こんにちは」「お変わり
ないですか」と声を掛け合うことが防犯への近道で
す。さあ、早速実行してみてはいかがですか。�

地域・家族で防犯意識を持って！�

正味の損失額 

盗難によって
生じた損失額 

保険金や損害賠
償額などで補て
んされた金額 

総所得等
の10％ 

損失額のうち住宅や家財の修繕費 5万円 

� 

� － 

－ － 

い
ず
れ
か
多
い
ほ
う

の
額
が
雑
損
控
除
額 

■雑損控除額の計算式�

　納税者かその家族（納税者と生計をともに
し所得38万円以下）が所有する家具・衣類・
現金など日常生活に欠かせないもの（時価30
万円以上の貴金属・美術品などは除く）が盗
難（詐欺や脅迫は除く）に遭ったとき、確定申告をす
ると雑損控除が受けられます。申告には、警察から盗
難に遭ったことの証明書を交付してもらい、損害を受
けた資産の明細書と修繕費の領収書などが必要です。 

と�知ってる？�

　市内で一番多く発生しているのが、自動車の車内に
ある金品などを盗む車上狙いです。ほんの2、3分の駐
車でも狙われてしまいます。被害に遭わないためにも
次のことに気を付けましょう！ 
�基本中の基本、エンジンキーは抜いてドアロック 
　キーをつけたままの路上駐車などはもってのほか。
車ごと持ち去られる。　 
�買い物や遊びで駐車場に止めると
きは、管理人がいる、人目につきや
すい場所を選んで 
　大きな車の横や、物かげは死角に
なり狙われやすい。 
�貴重品は車内に置かない�
　車を離れるときは車内に現金や貴重品は置かない。
窓も完全に閉めるように。財布などが入っていそうな
上着やポーチ、小銭などが車外から見えると車上狙い
の格好のターゲットになる。特にスペアキーは車内に
限らず、バンパーの下に張り付けたりするのも危険。 

　私は、家を留守にしていた昼間に入られました。夜11
時ごろ仕事から帰ると、家中の引き出しが開けられてい
ました。盗まれたのは現金だけ。カードや通帳などはそ
のままでした。しかし、心配だったのですぐにカード会
社に電話をし、解約手続きをしました。警察に連絡する
と鑑識チームなど総勢4人で夜中2時過ぎまで現場検証を
したのですが、指紋採取に使用された金属粉が家中に舞
い飛び、後で掃除が大変でしたね。�
　窓のカギを掛け忘れたのか、それとも窓枠をはずされ
たのか、侵入手口は不明ですが指紋や足跡を全く残さな
い手口なので、おそらくプロの仕業。�
　結局、狙われたらもう侵入されると覚悟して、現金は
多くを置かないようにし、通帳や印鑑は隠すか預けるか
して、被害を最小限にする工夫が大切だと思いました。
夫婦共働きで昼間は誰もいないので、近くにいる親族に
時々、昼間の見回りを頼んだりもしています。他人が家
中を歩き回ったと思うと今でも気持ち悪いですね。�

【北柏在住・男性】�

　警察では深夜0時～6時に侵入されたのだろうというこ
とでした。恐らく台所扉のカギをピッキングされたので
はないかと思います。�
　そのとき、私たち家族は2階で熟睡中。盗まれたのは
現金とビール券などの金券。普段は現金は家に置かない
のですが、その日に限って1カ月分の生活費を銀行から
下ろしてきたばかりで、現金はバッグへ入れたままでし
た。1階のリビングに置いてあったバッグの中身をそっ
くり盗まれていました。この辺りは、ご近所づきあいも
良く、犬を飼っているかたも多いので安心していたので
すが、まさか自分が被害に遭うとは…。犯行当
日は大雨で庭に敷いていた砂利の音も役に立た
なかったのでしょう。�
　空き巣などは、一度侵入した家に再びやって
来るといいますよね。早速、我が家も窓には防
犯センサーや窓格子、ドアには補助錠を付けた
りしました（右写真）。全部で10万円程かかり
ました。近所のかたも警戒して家のカギを替え
たりしたようです。�
　今では寝ているときも人影が分かるように廊
下の照明を付けています。犯人はまだ捕まって
いませんが「他人のものを盗むな！勝手に人の
家に入るな！」と犯人に叫びたい気持ちです。�

【増尾在住・女性】�

犯人は二度来る�

親族に昼間の見回りを依頼�

～空き巣・車上狙い・ひったくり～�

防犯�
特集�

防災安全課 �7167─1115・柏警察署 �7148─0110問�

車庫の屋根や隣の家の
屋根は2階への足場に
ならない位置にある�

夜間は外灯をつける�
玄関ドアには補助
錠が付いている�

見通しがきくベ
ランダ�

窓格子が付
いている�

隣近所とコミュニ
ケーションが良い�

庭には砂利や植
木鉢がある（植
木鉢につまずい
たり、砂利を踏
むときに音がす
る）�

窓には補助錠や防
犯ブザーが付いて
いる�

（吠える）犬がいる�

庭にはセンサー
付きライトを設
置している�

電柱や樹木が窓
の近くにあると
登って侵入され
やすい�

家中のカーテンを
閉めきっていると
留守だと思われる�

ベランダが壁状になっ
ていると外から死角に
なりやすい�

高い塀や庭木
は死角になり
やすい�

ポストに新聞や郵
便物が入れっ放し
だと留守がちだと
思われる� 車庫があるのにいつも

空いていると留守がち
だと思われる�

植木鉢の下など安易
な場所に合いカギを
隠している�

2階だからとい
ってカギを締
めていない�

小さい高窓が風
通しのためいつ
も開きっ放し�

エアコンの室外
機は足場になり
やすい（→植木
鉢を置くなどし
て安易に上れな
いようにすると
良い）�

俺はベテランの空き巣さ。
俺たち仲間内じゃ、窓ガラ
スを割って入るやつ、カギ
を掛け忘れた勝手口などか
ら入るやつが多いな。

ウッ。こんなにチェ
ックされちゃ仕事がや
りにくいぜ。

　あなたの家は、空き巣にとって入りやすい家でし
ょうか、それとも入りづらい家でしょうか。空き巣
が嫌うポイントをチェックして、空き巣が近寄らな
い安心して暮らせる家を目指しましょう。�

前かごに防犯ネ
ットを付ける�

バッグは車の通
行側に持たない�

防犯ブザーをバ
ッグに付ける�

対策�

最上階�

・ピッキングに強い
カギを取り付ける�
・玄関ドアに補助錠
を付ける�
・窓に補助錠や防犯
センサーを付ける�

・バルコニーにセン
サー付きライトを
付ける�

・屋上へ簡単に出入
りできないように
施錠する�

屋上からもロープな
どを使ってバルコニ
ーへ�

全階共通�

・エレベーターや玄
関ホールに防犯カ
メラを付ける�

同じカギが並んでい
るマンションやアパ
ート。一部屋ピッキ
ングされたら後は次
々と別の部屋へ�



親
子
キ
ャ
ン
プ
教
室

と
き

６
月
７
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
十
余
二
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
、
先
着
十
五
組

内
容

キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な

基
礎
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す

費
用

二
百
円
（
昼
食
代
）

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
・

軍
手
・
タ
オ
ル

申
し
込
み

５
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
青
少
年
課

（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
電

話
か
直
接

1

青
少
年
課

７
１
３
１
│

５
８
９
６

親
子
水
泳
教
室

と
き

６
月
１
日
〜
22
日
の

毎
週
日
曜
日
（
計
四
回
）

と
こ
ろ
・
時
間

東
武
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
よ
し
き
（
豊
四

季
）
＝
午
前
９
時
〜
10
時
、
柏

洋
ス
イ
マ
ー
ズ
柏
ス
ク
ー
ル

（
富
里
）
＝
午
後
５
時
〜
６
時

※
６
月
８
日
（
日
）
は
午
前
９

時
〜
10
時

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で

平
成
９
年
４
月
〜
平
成
11
年
３

月
に
生
ま
れ
た
泳
げ
な
い
幼
児

と
保
護
者
、
各
会
場
三
十
組
※

以
前
に
参
加
し
た
か
た
を
除
く

内
容

水
泳
の
基
礎
な
ど

費
用

無
料

身
体
障
害
者
の
軽
ス
ポ

ー
ツ
講
習
会

と
き

５
月
26
日
（
月
）
午

前
10
時
〜
11
時
50
分

と
こ
ろ

市
民
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳

以
上
で
、
肢
体
不
自
由
・
視
覚

・
聴
覚
の
各
障
害
の
あ
る
か

た
、
先
着
二
十
五
人

内
容

ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
　

費
用

無
料

用
意
す
る
物

運
動
で
き
る

服
装
・
上
履
き
・
タ
オ
ル

申
し
込
み

５
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で

そ
の
他

希
望
者
に
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

７
１
６
３
―
９
３
５

３
聴
覚
障
害
者
の
健
康
講

座と
き

６
月
５
日
〜
19
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
で
十
八
歳

以
上
の
聴
覚
障
害
者
、
先
着
二

十
人
程
度

内
容

健
康
や
栄
養
の
講

話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
等
（
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
）

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で

そ
の
他

希
望
者
に
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行

1
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

７
１
６
３
―
９
３
５

３
生
き
生
き
健
康
ラ
イ
フ

講
座

と
き

６
月
６
日
〜
７
月
４

日
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
五
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
ほ
か

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

元
気
な
シ
ニ
ア
生
活

を
送
る
た
め
に
医
療
の
受
け
方

や
健
康
体
操
な
ど
を
学
び
ま
す

費
用

二
百
五
十
円

申
し
込
み

５
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館

１
６
４

―
１
８
１
１

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ

ーと
き

６
月
12
日
〜
７
月
17

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
六
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
で
成
人
の

か
た
、
先
着
三
十
人
（
保
育
あ

り
、
先
着
二
十
人
）

内
容

川
村
学
園
女
子
大
学

助
教
授
・
内
海
崎
貴
子
氏
、
辛

淑
玉
氏
に
よ
る
講
演
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

５
月
16
日（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

1

中
央
公
民
館

７
１
６
４

―
１
８
１
１

地
域
医
療
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム

と
き

５
月
31
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

慈
恵
柏
看
護
専
門

学
校
（
柏
下
）

内
容

健
康
講
座
「
高
脂
血

症
と
生
活
習
慣
病
」、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

慈
恵
医
大
柏
病
院

７
１

６
４
―
１
１
１
１

学
校
開
放
講
座
「
は
じ

め
て
の
ワ
イ
ン
講
座
」

と
き

５
月
24
日
〜
11
月
22

日
の
土
曜
日
の
う
ち
六
回
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

県
立
柏
陵
高
校

（
逆
井
）

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
三
十
人

費
用

七
千
円（
教
材
費
等
）

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

県
立
柏
陵
高
校

７
１
７

４
―
８
５
５
１
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柏
市
民
合
唱
団
演
奏
会

５
／

18
の
14
時
〜
16
時
、
市
民
文
化
会

館
。『
民
話
』「
五
つ
木
の
子
守
唄
」

「
モ
ル
ダ
ウ
」
な
ど
。
八
百
円
。

永
井

７
１
６
６
│
４
０
１
１

山
の
会
ら
ん
た
ん
公
開
バ
ス
ハ

イ
キ
ン
グ

６
／
８
、
榛
名
山
。

６
時
50
分
に
柏
駅
西
口
り
そ
な
銀

行
前
集
合
。
四
千
七
百
円
。
稲
田

７
１
７
２
│
０
４
７
２

西
口
共
同
保
育
所
を
支
え
る
会

・
バ
ザ
ー

６
／
１
の
11
時
〜
14

時
、
豊
四
季
台
団
地
集
会
所
。
品

物
の
寄
付
を
。
伊
藤

７
１
４
４

│
５
０
７
３
（
19
時
〜
21
時
）

前
立
腺
が
ん
早
期
発
見
の
講
演
　

６
／
７
の
18
時
半
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

講
師
は
三
波
春
夫
長
女
・
八
島
美

夕
紀
氏
。
七
百
円
。
谷
口

７
１

３
９
│
９
５
２
２
　
　
　
　
　
　

耳
の
不
自
由
な
仲
間
と
交
流
し

ま
せ
ん
か

５
／
23
の
13
時
半
〜

15
時
半
、
教
福
。
無
料
。
手
話
コ

ー
ラ
ス
・
体
験
談
。
長
谷
川

・

７
１
３
２
│
３
２
０
４

チ
ビ
っ
子
卓
球
・
ピ
ン
ポ
ン
大

会

６
／
14
の
９
時
〜
15
時
、
市

民
体
育
館
。
小
学
生
と
保
護
者
。

無
料
。
秋
山

７
１
３
２
│
４
４

６
０フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

５
／
31

の
11
時
〜
14
時
、（
雨
天
時
６
／

１
）
千
代
田
町
公
園
。
出
店
者
募

集
。
出
店
料
二
千
円
。
時
岡

７

１
４
５
│
６
４
５
７

退
職
時
の
年
金
保
険
勉
強
会

５
／
24
の
15
時
〜
18
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
無
料
。
５
／
23
ま
で
に
申

し
込
み
を
。
清
水

７
１
３
３
│

６
７
６
１

プ
ラ
ハ
「
プ
エ
リ
・
ガ
ウ
デ
ン

テ
ス
少
年
合
唱
団
」
演
奏
会

６

／
４
の
18
時
半
〜
20
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
大
人
二
千
八
百
円
。
根
岸

７
１
６
９
│
３
１
８
４

小

根
眞
理
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
「
名
曲
の
夕
べ
」

５
／
26
の
19
時
〜
21
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
二
千
五
百
円
。
塚
田

７

１
４
５
│
０
５
７
１

す
み
れ
新
体
操
ク
ラ
ブ

毎

17
時
、
新
田
原
近
セ
。
年
長
〜
中

学
生
の
女
子
。2

二
千
円
、3

五

千
円
。
小
松

７
１
６
３
│
６
３

１
２根

戸
さ
く
ら
書
道
会

第
二
・

四

10
時
、
根
戸
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
毛
筆
・
ハ
ガ
キ
絵
。2

千

五
百
円
、3

千
五
百
円
。
砂
田

７
１
３
４
│
０
５
５
２

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
さ
つ
き
会
」

毎

18
時
、
南
部
近
セ
。
中
級
程

度
踊
れ
る
か
た
。2

千
円
、3

三

千
五
百
円
。
宮
田

７
１
３
９
│

５
８
９
９

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
フ
リ
ー
ジ

ア
」

毎

18
時
、
南
部
近
セ
。

男
性
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千
五

百
円
。
広
本

７
１
３
９
│
７
４

５
２藤

ノ
台
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎

19
時
、
藤
心
近
セ
。
講
師
は
プ
ロ
。

技
能
の
向
上
を
目
指
す
か
た
歓

迎
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
打

矢

７
１
６
９
│
２
５
２
８

踊
り
「
若
美
会
」

第
一
・
三

か

10
時
、
根
戸
近
セ
。2

三

千
円
、3

三
千
円
。
吉
岡

７
１

３
４
│
７
３
９
６

書
道
・
ペ
ン
・
水
墨
画
・
ハ
ガ

キ
絵

第
二
・
四

10
時
、
松
野

台
ふ
る
さ
と
会
館
。2

千
五
百
円
、

3

千
五
百
円
。
奥
山

７
１
７
３

│
９
７
３
０

裏
千
家
茶
道
「
睦
会
」

第
一

・
三

13
時
、
藤
心
近
セ
。
男
子

も
歓
迎
。3

三
千
五
百
円
。
大
塚

７
１
７
５
│
９
７
９
２
（
19
時

以
降
）

ジ
ャ
ズ
ス
ト
レ
ッ
チ
「
ロ
イ
ズ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ス
」
毎

９
時
半
、

中
公
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
岸
野

７
１
６
６
│

２
６
３
８
（
19
時
以
降
）

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9 A

講
座
･
講
演
�

こ
ど
も
の
広
場

■中央公民館のパソコン講座�
講座名� と　き� 対　象� 内　容� 申し込み�

�オリジナルカ
ード作成講座�

6月7日�午後5時
半～8時半�

6月9日�・23日�
午後1時半～4時
半（計2回）�

6月15日�・22日
�午前９時半～午
後０時半（計2回）�

市内在住・
在勤で、文
字入力がで
きるかた、
25人�

ワードなどを使ったオ
リジナルカード作り�

※会場は中央公民館。費用は無料。ＤＯＳ／Ｖの初期化したフロ
ッピーディスク1枚の持参を�

案内状を作ってワード
の基本を学びます�

簡単な表を作ってエク
セルの基本を学びます�

�ワード初心者
コース�

�エクセルを使
ってみよう！�

問�中央公民館 �7164─1811

往復はがきに希望する講座名を明
記し、住所・氏名・年齢・電話番号
と返信面のあて先を書いて、〒277
－0005柏5丁目8－12　柏市中央公民
館へ、�は5月26日�まで、�と�は
5月29日�までに郵送で（必着）※
応募は1人1通。応募者多数の場合
は抽選。以前受講したかたを除く�

催　し� と　き� ところ� 対　象� 内　容� 申し込み�
■児童センターの催し�

問�永楽台児童センター �7163─4050・光ケ丘児童センター �7170─7600・豊四季台児童センター �7144─5363

�おはなし会�
5月27日�午
後3時半～4時
20分�

幼児～小学
生、先着200
人�

人形劇「ちびおお
かみ」ほか�

人形劇「ちびおお
かみ」ほか�

5月30日�午
前10時半～11
時20分�

幼児と保護
者、先着50
組�

小学 3年生
以上、先着
25人�

※費用は無料。車での来場はご遠慮を�

5月23日�午前
10時から、豊四
季台児童センタ
ーへ電話か直接�

5月16日�午前
10時から、豊四
季台児童センタ
ーへ電話か直接�

�おはなし会�

�幼児のつど
い・折り紙�

6月4日�午前
10時半～11時
半�

幼児と保護
者、先着30
組�

幼児と保護
者、先着30
組�

�は5月16日�
午後2時から、
�は5月20日�
午後2時から、
�は5月16日�
午後3時から、
光ケ丘児童セ
ンターへ電話
か直接�

絵本の読み聞かせ
やわらべ歌で交流
をします�

折り紙を通して親
子の交流をします�

�花を育てよう
～こども花ボ
ランティア�

5月24日� 午
前10時～正午�

	5月24日�午
後2時～4時
5
月25日�午前
10時～正午�5
月25日�午後2
時～4時�

小学生以上、
各回先着15�
人�

小学生以上、
先着20人�

当日、会場へ
直接�

当日、会場へ
直接�

当日、会場へ
直接�

児童センターに花
の種をまいて育て
ます�

紙でパーツを作
り、組み合わせて
作品を作ります※
折り紙の持参を�光ケ丘

児童セ
ンター�

豊四季
台児童
センタ
ー�

�紙飛行機を
飛ばそう�

5月18日�午
後2時～4時�

小学生、先
着20人�

学生ボランティア
と紙飛行機を作り
ます�

�絵本と出会
おう～ぶっ
くぶく�

5月27日�午
前10時半～11
時半�

�こども酒井
根探検隊�

5月31日�午
前10時～午後
1時�

地図を使って児童セ
ンター周辺を探検し
ます※弁当の持参を�

永楽台
児童セ
ンター�

�小学生のた
めの語りと
昔の遊び�

5月31日�午
後2時半～3時
半�

小学生、先
着40人�

語り「長い名のむ
すこ」・昔の遊び�

�ペーパーブ
ロック工作�

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
親
子
水
泳
教
室
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
親
子
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
子
ど
も
の
生

年
月
日
・
電
話
番
号
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
体

育
課
へ
、
５
月
23
日
（
金
）
ま

で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

体
育
課

７
１
６
７
│
１

５
３
６

催
し
・
講
習
会

問� ※
納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
（
水
）
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
か
た
は
預
貯
金
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い�

※
新
た
に
口
座
振
替
・
自
動
払
い
込
み
を
利
用
す
る
場
合
、

引
き
落
と
し
開
始
ま
で
二
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す�

軽
自
動
車
税
の
全
期�

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
は
市
民
税
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
４�

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
収
納
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
２
２�

納
期
限
は
６
月
２
日（
月
）�



不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き
・
と
こ
ろ

５
月
23

日
（
金
）
＝
永
楽
台
児
童
セ
ン

タ
ー

５
月
29
日
（
木
）
＝
豊

四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー
。
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん

の
保
護
者
、
各
日
先
着
二
十
人

内
容

不
登
校
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
※

は
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
話
も
あ
り
ま
す

申
し
込
み

は
５
月
16
日

（
金
）、

は
５
月
20
日
（
火
）

そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
か
ら
、
各

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー

７
１
６
３
―
４
０
５
０
・
豊
四

季
台
児
童
セ
ン
タ
ー

７
１
４

４
―
５
３
６
３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

任
期
満
了
に
伴
う
柏
市
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
６

月
８
日
（
日
）
に
告
示
さ
れ
、

６
月
15
日
（
日
）
に
投
票
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

と
き

５
月
20
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら

と
こ
ろ

三
〇
五
会
議
室

（
市
役
所
第
二
庁
舎
三
階
）

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

７
１
６
７
―
１
０
９
２

ト
ー
ラ
ン
ス
市
青
少
年

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集

米
国
ト
ー
ラ
ン
ス
市
か
ら
柏

市
を
訪
問
す
る
青
少
年
を
受
け

入
れ
て
い
た
だ
く
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

と
き

７
月
10
日
（
木
）

〜
20
日
（
日
）
か

７
月
20
日

（
日
）
〜
30
日
（
水
）

応
募
条
件

次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
家
庭

市
内
在

住
で
あ
る

受
け
入
れ
に
か
か

る
費
用
を
負
担
で
き
る

指
定

す
る
場
所
（
市
内
）
へ
の
送
迎

が
で
き
る

家
族
の
中
に
日
常

英
会
話
の
で
き
る
か
た
が
い
る

柏
市
国
際
交
流
協
会
に
入
会

で
き
る

申
し
込
み

５
月
27
日

ま
で
に
、
国
際
交
流
室
内
柏
市

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
電
話

で1

国
際
交
流
室
内
柏
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局

７
１
６
７

―
０
９
４
１

健
歯
コ
ン
ク
ー
ル
の
応

募
者
を
募
集

高
齢
者

と
き

６
月
５
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象

市
内
在
住
の
平
成
15

年
４
月
１
日
現
在
、
八
十
歳
以

上
で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以
上

あ
る
か
た
（
か
ぶ
せ
た
歯
・
さ

し
歯
も
含
む
）

母
と
子

と
き

６
月
５
日
（
木
）
午

後
３
時
か
ら

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象

平
成
14
年
４
月
〜
今

年
3
月
に
三
歳
児
健
康
診
査
を

受
診
し
た
幼
児
と
母
親

と

の
申
し
込
み

５
月

30
日
（
金
）
ま
で
に
、
健
康
推

進
課
へ
電
話
で

そ
の
他

最
優
秀
者
は
６
月

21
日
（
土
）
の
柏
市
・
沼
南
町

口
腔
衛
生
大
会
で
表
彰
し
ま
す

1

健
康
推
進
課

７
１
６
４

―
３
３
３
３

８
０
２
０
運
動
普
及
の

標
語
と
作
文
を
募
集

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
※
作
文
は
二
十
歳

以
上
の
か
た

テ
ー
マ

歯
科
疾
患
の
予

防
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り

申
し
込
み

標
語
は
は
が
き

一
枚
に
一
点
、
作
文
は
四
百
字

詰
め
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）
五

枚
以
内
で
題
名
を
つ
け
て
、
作

品
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
―
０
０
０
４
柏

下
七
三
　
柏
歯
科
医
師
会
事
務

所
へ
、
５
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他

最
優
秀
者
は
6
月

21
日
（
土
）
の
柏
市
・
沼
南
町

口
腔
衛
生
大
会
で
表
彰
し
ま
す

1

柏
歯
科
医
師
会

７
１
６

３
―
５
２
６
０

「
ゆ
る
や
か
な
会
議
」
の

参
加
者
を
募
集

市
で
は
、
新
し
い
障
害
者
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
、「
ゆ

る
や
か
な
会
議
」
を
開
い
て
障

害
者
団
体
や
市
民
の
か
た
な
ど

か
ら
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
関
心
を
お
持
ち

の
か
た
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
31
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

定
員

先
着
七
十
人

テ
ー
マ

「
障
害
者
が
地
域

で
暮
ら
す
た
め
に
は
」

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接

1

障
害
福
祉
課

７
１
６
７

―
１
１
３
６

危
険
物
取
扱
者
保
安
講

習
会

と
き
・
対
象

７
月
４
日

（
金
）

午
前
＝
給
油
取
扱
所

で
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
か
た

午
後
＝
そ
の

他
の
か
た

と
こ
ろ

野
田
市
文
化
会
館

費
用

四
千
七
百
円
（
収
入

証
紙
代
）

申
し
込
み

５
月
26
日（
月
）

か
ら
消
防
本
部
予
防
課
・
西
部

・
東
部
・
旭
町
の
各
消
防
署
で

配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
県
の
収
入
証
紙

（
消
印
は
し
な
い
）
を
添
付
し
、

危
険
物
取
扱
免
状
を
持
っ
て
、

６
月
２
日
（
月
）
〜
６
日
（
金
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半

に
、
消
防
本
部
予
防
課
へ
直
接

1

消
防
本
部
予
防
課

７
１

３
３
―
８
７
９
２

家
族
介
護
者
を
観
劇
・

旅
行
な
ど
に
招
待

重
い
症
状
の
高
齢
者
（
要
介

護
３
以
上
）
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
の
か
た
を
、
キ
リ

ン
福
祉
財
団
が
観
劇
会
か
懇
親

会
・
一
泊
旅
行
の
い
ず
れ
か
に

招
待
し
ま
す

申
し
込
み

は
が
き
に
「
家

族
介
護
者
の
招
待
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
被
介
護
者
の
要
介

護
度
と
希
望
す
る
催
し
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
―
０
０
０
５
柏

五
丁
目
一
一
―
八
　
柏
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
、
５
月
23
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会

７
１
６
３
―
９
０
０
１

中
学
校
理
科
実
験
助
手

対
象

市
内
か
柏
市
近
隣
に

在
住
で
、
中
学
校
理
科
教
諭
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
か
取
得
見

込
み
の
か
た
、
若
干
名

勤
務
時
間

週
十
六
時
間

（
週
四
日
）

勤
務
場
所

市
内
の
公
立
中

学
校賃

金
（
時
給
）

千
百
八
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
と
教
員
免
許
状
の
写
し

（
免
許
状
取
得
見
込
証
明
書
）

を
持
っ
て
、
５
月
23
日
（
金
）

ま
で
に
指
導
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
四
階
）
へ
直
接

そ
の
他

応
募
者
多
数
の
場

合
は
面
接
等
に
よ
り
選
考

1

指
導
課

７
１
６
７
―
１

４
８
２

医
療
公
社
の
看
護
師

対
象

看
護
師
（
常
勤
）、

若
干
名

勤
務
時
間

週
四
十
時
間
で

変
則
二
交
代
制
（
夜
勤
あ
り
）

勤
務
場
所

市
立
柏
病
院

給
与

柏
市
医
療
公
社
の
規

定
に
よ
る

採
用
予
定
日

７
月
１
日

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
看
護
師
免
許
の
写
し

と
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒

を
、
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布

施
一
│
三
　
市
立
柏
病
院
へ
、

５
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
郵
送

（
必
着
）
か
直
接
持
参
を

選
考

面
接
・
書
類
選
考

1

市
立
柏
病
院

７
１
３
４

│
２
０
０
０

臨
時
事
務
職
員

募
集
人
数

若
干
名

勤
務
時
間

月
に
十
三
日
以

内
で
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

勤
務
場
所

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー勤

務
内
容

パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た
入
力
作
業

賃
金
（
時
給
）

七
百
九
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
、
〒
２
７
７
―
８
５

１
２
　
柏
市
健
康
推
進
課
へ
、

５
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
郵
送

で
（
必
着
）

選
考

面
接

1

健
康
推
進
課

７
１
６
４

―
３
３
３
３

時
間
外
保
育
士

募
集
人
数

二
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時

半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

勤
務
場
所

酒
井
根
保
育
園

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給
申
し
込
み

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
、
印
鑑
、
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
５
月
22
日
（
木
）
ま

で
に
酒
井
根
保
育
園
へ
直
接

そ
の
他

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
先

1

酒
井
根
保
育
園

７
１
７

３
│
１
６
４
７

広報�第１１９３号 平成１５年（２００３年）５月１５日

22日�午後1時～4時�
先着15人。無料�

6日�・13日�午前10時～
午後3時。先着10人。300円�

10日�午前10時～正午�
先着15人。200円�

5日�午前10時～午後3時。
先着15人。200円�

22日�午前10時～正午�
先着10人。無料�

7日�午後1時～4時�
先着20人。無料�

24日�午前10時～午後1時�
先着10人。200円�

17日�午前10時～正午�
先着10人。無料�
19日�・26日�午前10時～
午後4時。先着10人。200円�

ネクタイで�
ポーチ作り�

4日�・11日�午前10時～午
後1時。先着10人。200円�犬の洋服作り�

和服でベスト作り�
20日�午前10時～午後4時�
先着20人。200円�

おもちゃや家庭用
品の修理�

わらじ作り�

牛乳パックで工作�

裂き織り�

和布でミニバッグ
作り�

自転車の修理�

包丁研ぎ�

家具の修理�

問�柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082
※申し込みは5月16日�午前9時半から、同館へ電話で�

■ほのぼのプラザの催し�
催　し�

かしわ踊
りをマス
ターしよ
う�

市内在住で、
60歳以上の�
かた、各日�
先着15人�

かしわ踊
りを楽し
みます� 当日、会

場へ直接�

※別掲参
　照�

※別掲＝書
を楽しむ
の申し込
み�

往復はがきに「書を楽しむ希望」と明記し、住
所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあて先を
書いて、〒277－0051加賀3丁目16－8　ほのぼ
のプラザますおへ、5月24日�までに郵送で（必
着）※応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選�

絵本の読
み聞かせ�

美しい小
筆字の書
き方を学
びます�

市内在住で、
60歳以上の�
かた、30人�

市内在住の
かた、先着
20人�

5月25日・6月
1日・8日・22
日の各日曜
日午前10時
～11時半�

6月4日�午
後2時～3時�

6月12日～11月
27日の第2・�
第4木曜日、
午後2時～4時
（計12回）�

書を楽し
む�

楽しいえ
ほんのせ
かい�

と　き� 対　象� 内　容�申し込み�

問�ほのぼのプラザますお �7170─5570

※会場は介護予防センター「ほの
ぼのプラザますお」。費用は無料�

お
知
ら
せ
�

求
 
人

書
道
・
ペ
ン

第
一
・
三

10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。2

千
五
百

円
、3

千
五
百
円
。
向
井

７
１

４
３
│
０
８
５
８

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
「
い
ず
み
会
」

第
一
・
三

13
時
、
増
尾
近
セ
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
深
谷

７

１
７
３
│
８
６
２
７

着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三

か

10
時
、
根
戸
近
セ
。
女
性
。

2

三
千
円
、3

三
千
円
。
吉
岡

７
１
３
４
│
７
３
９
６

英
会
話

毎

19
時
、
酒
井
根

近
セ
。講
師
は
米
国
人
と
日
本
人
。

3

二
千
五
百
円
。
志
賀

７
１
７

５
│
３
５
４
５

英
語
料
理
サ
ー
ク
ル

月
一
回

10
時
、
中
公
。2

二
千
円
、3

四
千
円
。
山
本

７
１
７
５
│
４

０
２
７
（
夜
間
を
除
く
）

柏
剣
友
会

毎

９
時
、
南
部

近
セ
体
育
館
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、3

千
円
。
青
木

７
１

７
４
│
６
３
９
７

絵
画
「
ミ
ュ
ー
ズ
」

毎

13

時
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
田
中
松
葉
町
。3

五
千
円
。
川
崎

７
１
３
３
│
６

７
１
６

裏
千
家
茶
道
「
筅
和
会
」

第

二
・
四

９
時
半
、
藤
心
近
セ
。

2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
窪
田

７
１
７
４
│
３
９
０
６

松
葉
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会

第
一

〜
三

13
時
、
松
葉
近
セ
。2

千

円
、3

三
千
円
。
佐
久
間

７
１

３
２
│
０
２
６
０

卓
球
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」

毎

９
時
、
市
民
体
育
館
。2

千
円
、

3

千
円
。
植
木

７
１
６
４
│
６

６
６
５

さ
わ
や
か
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク

ル

毎

19
時
、
市
民
体
育
館
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

円
。
宮
山

７
１
６
３
│
０
２
４

９
（
19
時
以
降
）

西
原
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

毎

９
時
・

10
時
、
西
原
小
。

4

七
千
円
。
中
島

７
１
５
３
│

０
７
５
９

大
正
琴
愛
好
会
「
琴
友
サ
ー
ク

ル
」

第
二
・
四

13
時
、
柏
寿

荘
。
初
心
者
〜
初
級
。
荒
井

７

１
３
２
│
８
２
３
３（
18
時
以
降
）

初
め
て
の
フ
ラ
ン
ス
語

月
四

回

12
時
20
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

初
心
者
歓
迎
。2

二
千
円
、3

四

千
円
。
松
田

７
１
３
２
│
０
７

２
２柏

ア
イ
デ
ア
研
究
会

第
一

14
時
、
寺
島
文
化
会
館
。3

五
百

円
（
学
生
は
無
料
）。
石
田

７

１
６
２
│
０
４
８
６

柏
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

毎

は
高
田
運
動
広
場
、
毎

は
南

部
運
動
場
前
コ
ー
ト
。
時
間
は
い

ず
れ
も
９
時
。
初
心
者
。
郡
司

７
１
７
２
│
０
６
２
２

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
サ
ー
ク

ル
「
き
る
と
会
」

第
一
・
三

10
時
、
田
中
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
佐
藤

７

１
３
５
│
２
０
３
４

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
「
す
ず
ら

ん
の
会
」

第
二

か
第
三

10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。3

三
千
五

百
円
。
市
川

７
１
４
７
│
２
８

８
６さ

ざ
ん
か
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ

毎

９
時
、
市
民
体
育
館
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

円
。
高
橋

７
１
４
９
│
５
０
８

６
千
代
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月

三
回

17
時
、
千
代
田
近
セ
。
新

旧
歌
謡
。
講
師
指
導
あ
り
。2

千

円
、3

三
千
円
。
岡
野

７
１
６

７
│
６
２
３
９

60
歳
か
ら
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル

月
二
回

10
時
、
布
施
近
セ
。
初

心
者
・
男
性
歓
迎
。2

三
千
円
、

3

四
千
円
。
松
永

７
１
７
４
│

４
３
６
０

松
葉
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

毎

・

・
第
二
・
四

13
時

半
、
松
葉
二
小
。2

二
千
円
、3

千
五
百
円
。
高
垣

７
１
３
３
│

７
７
６
１

料
理
「
さ
く
ら
の
会
」

第
二

13
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
季
節
の
料
理
。
矢
代

７
１
４
５
│
６
３
０
６

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
の
た

め
、
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
確
認
の
上
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
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光
ケ
丘
に
本
拠
地
が
あ
る
、
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
皇
后
杯
と
日

本
リ
ー
グ
（
Ｗ
リ
ー
グ
）
の
二
冠
を

三
年
連
続
で
制
覇
し
た
、「
ジ
ャ
パ

ン
エ
ナ
ジ
ー
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
サ
ン
フ
ラ
ワ

ー
ズ
」。
内
海
さ
ん
は
チ
ー
ム
を
率

い
る
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
だ
。

優
勝
し
た
瞬
間
は
「
ホ
ッ
と
し

た
」。
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
し
て
正
直

な
気
持
ち
だ
ろ
う
。
三
連
覇
は
、
一

年
一
年
の
積
み
重
ね
が
そ
れ
に
つ
な

が
っ
た
だ
け
だ
と
も
い
う
。

生
ま
れ
は
青
森
県
三
沢
市
。
子
ど

も
の
こ
ろ
は
野
球
・
陸
上
競
技
な

ど
、
何
で
も
こ
な
す
ス
ポ
ー
ツ
万
能

少
年
だ
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め

た
の
は
中
学
生
の
時
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

の
指
導
者
だ
っ
た
父
親
の
後
ろ
姿
を

見
て
育
ち
、
試
合
に
も
よ
く
連
れ
て

行
か
れ
た
。
だ
か
ら
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
は
ご
く
自
然
に
入
っ
て
い
っ
た
。

今
回
、
全
日
本
の
監
督
に
も
就
任

し
た
。
選
手
時
代
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

と
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
を

二
度
戦
っ
て
敗
退
し
た
経
験
が
あ

る
。「
選
手
と
し
て
日
の
丸
を
付
け

て
プ
レ
ー
し
て
き
た
が
、
今
度
は
監

督
と
し
て
同
じ
日
の
丸
を
付
け
て
ア

テ
ネ
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
た
い
」。

選
手
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を

監
督
と
し
て
実
現
し
た
い
と
、
語
り

口
は
静
か
だ
が
決
意
は
固
い
。

全
日
本
・
実
業
団
監
督
と
二
足
の

わ
ら
じ
で
大
忙
し
だ
が
、
た
ま
に
妻

と
都
内
へ
買
い
物
デ
ー
ト
を
す
る
こ

と
も
。
子
ど
も
た
ち
は
三
人
と
も
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
選
手
だ
。
強
制
し
た
わ

け
で
は
な
い
が
自
身
も
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、「
父
親
の
影
響
を
大
い

に
受
け
た
の
だ
ろ
う
」

試
合
中
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
選

手
を
信
じ
て
、
大
声
を
張
り
上
げ
る

こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
練
習
で
は
怒

る
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
だ
。
練
習

で
と
こ
と
ん
戦
略
を
徹
底
さ
せ
て
試

合
に
臨
む
か
ら
こ
そ
悠
然
と
構
え
て

い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
怒
っ
て
ば
か

り
で
は
な
い
。
選
手
と
月
に
一
回
は

食
事
を
す
る
。「
私
が
い
な
い
ほ
う

が
気
は
楽
で
し
ょ
う
が
（
笑
）」

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
魅
力
は

ス
ピ
ー

ド

と
い
う
。
目
標
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
と
リ
ー
グ
優
勝
へ
向
け
て
、

パ
ワ
ー
全
開
で
加
速
中
だ
。

流
山
市
在
住
。
四
十
四
歳
。
妻
、

息
子
二
人
と
娘
一
人
の
五
人
家
族

3年連続2冠に輝いたJエナジーヘッドコーチ
う　つ　み　　　 とも ひで

No.378

バスケットは“スピード”が魅力

街�の�街�の�

内海　知秀さん

釈
迦
十
大
弟
子
尊
像
「
摩
訶
迦
葉
」

市立砂川美術工芸館柏市柏260 7164-6413

※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、
その翌日）

迦葉は頭陀（ずだ）第一の称がある。頭陀と
は諸欲を離れ、路宿などをして修業を積むこと
で、頭陀袋を持った迦葉は釈迦の滅後、教典を
まとめて大成した。作品は、もみ和紙に漆で染
められている。

棟方志功生誕100年記念
芹沢7介・棟方志功　釈迦十大弟子展

5月18日 まで開催中

持ちやすく、片手で気軽に食べられる、かっこよくて、おい
しい食べ物を提案しよう──。第1回モバイルフードコンテスト
の最終審査が5月5日、そごう柏店の屋上ステージで行われまし
た。応募総数71点の中から決勝に残ったのは5作品で、どれもこ
れもアイデアいっぱいの力作ぞろい。
グランプリにはシュー生地にチョコ
やパパイヤ・チーズ味を練り込んで
オーブンで焼いた「シューPop」が
選ばれました。優勝作品は、審査員
の1人として参加したマーケティング
コンサルタントの西川りゅうじんさ
んがプロデュースして、秋ごろから
お店で販売される
予定です。早く
食べてみたい！

モバイルフードコンテストが開催

もうすぐ見ごろです

県立柏の葉公園内にある西洋庭園のバラが、今月
下旬に見ごろになります。園内には「クリスチャンディオール」
「ジョンエフケネディー」「黒真珠」など、56種類、約1,580株があ
り、満開時には赤やピンク、白、黄色など色とりどりの花が来園
者の目を楽しませてくれます。今はちらほらと咲き始めた状態で
すが、今月下旬ごろには、色鮮やかな花の競演が見られそうです
（月曜日休園。写真は5月9日撮影）。

柏の葉公園のバラ園

茶
葉
の
に
お
い
で
い
っ
ぱ
い

田
中
中
の
生
徒
が
茶
摘
み

毎年恒例となった田中中学校の茶摘みが5月1日、
全校生徒535人が参加して行われました。今年はク
ラス対抗で摘んだ量を競う、その名も「茶摘み合戦」。
生徒たちが摘んだ茶葉は体育館に集められ、選別を
した後、クラスごとに重量を計りました。「やった
あー、隣のクラスより多い！」など、大喜びの生徒
も。今年は約167キログラムの収穫がありました。
できたお茶は1袋（100グラム）500円で保護者など
に販売され、売上金は生徒会費として使われます。

選手を信じてじっと戦況を見守る
（写真右）

100 古紙配合率100％再生紙を使用しています�


